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菊地功大司教 メッセージ

人間の知恵とか力とかを遙かに超えたところに、父なる神はおられます。わたしたちは
人間の身勝手な思いではなく、この世界を創造し、このいのちをたまものとして与えて
くださった神の思いを実現するために、恐れることなく努めていきたいと思います。わ
たしたちには、神がその愛といつくしみの結実として創造され、神の似姿としての尊厳
を持って与えられたたまものであるいのちを、その始まりから終わりまで、例外なく守
り抜く務めがあります。

しかしながら、コロナ禍にさいなまれた世界は、無関心のグローバル化によって利己的
になり、自己保身は暴力的な行動を生み出し、今や世界は暴力と排除によって支配され
ているかの様相を呈しています。とりわけ社会にあって弱い立場に追いやられている人
たちを守ることは、教会の尊い務めであるにもかかわらず、神の思いに心を向けること
なく、そのいのちの尊厳を守ることよりも危機に追いやるような傾きを肯定する声が大
きくなることは、残念なことです。

教皇フランシスコは、難⺠や移住者への配慮は、いのちの尊厳に基づいて強調されなけ
ればならないと繰り返してこられました。それぞれの国家の法律の枠内では保護の対象
とならなかったり、時には犯罪者のように扱われたり、さらには社会にあって異質な存
在として必ずしも歓迎されないどころか、しばしば排除されている人たちが世界には多
く存在します。教皇は、危機に直面するいのちの現実を目前にして、キリストに従うも
のがそれを無視することはできないと強調されます。法律的議論も大事ではあるけれど、
まず優先するべきは、いのちをいかにして護るのかであることを指摘してやみません。

教皇就任直後に、アフリカからの難⺠が押し寄せる地中海に浮かぶランペドゥーザ島を
司牧訪問されたことが、教皇の姿勢を象徴しています。⺟国を離れようとする人には、
他人が推し量ることなどできない様々な事情と決断があったことでしょう。それがいか
なる理由であったにしろ、危機に直面するいのちにいったい誰が手を差し伸べたのか。
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その境遇に、その死に、誰が涙を流したのか。誰が一緒になって彼らと苦しんだのか。
教皇は力強くそう問いかけました。

教会は、移住者の法律的な立場ではなく、人間としての尊厳を優先しなければならない
と、⻑年にわたり主張してきました。教皇ヨハネ・パウロ⼆世の1996年の⾔葉です。

「違法な状態にあるからといって、移住者の尊厳をおろそかにすることは許されません。
（1996年世界移住の日メッセージ）」

神が与えてくださったたまものであるいのちを最優先とする道に、神の愛といつくしみ
はわたしたちを導いています。


